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	製品名: HEI10ウサギポリクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	HEI10はE3ユビキチンリガーゼファミリーのメンバーであり、細胞周期のG(2)/M期の進行に関与します。[OMIM提供、2004年4月],機能：E3ユビキチンタンパク質リガーゼ。サイクリンBレベルを調節し、細胞周期のG2期の進行の制御に関与します。過剰発現は有糸分裂への移行を遅延させます。,経路：タンパク質修飾；タンパク質ユビキチン化。,PTM：CDC2によるセリンまたはスレオニン残基のリン酸化（in vitro）。,PTM：ユビキチン化；自己ユビキチン化。,類似性：1つのRING型ジンクフィンガーを含む。,細胞内局在：中期および後期における染色体の分離に関連する可能性がある。,サブユニット：CCNB1およびUBE2L3に結合します。,組織特異性：心臓で高発現しています。肝臓と腎臓では中程度の濃度で検出され、胎盤、脳、肺では低濃度で検出されます。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	CCNB1IP1抗体を用いたJurkat細胞およびCOLO細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：2000に希釈したHEI10ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタンブロット分析。
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

